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平成 20 年 10 月 14 日 

各 位 
会 社 名 株式会社 西日本シティ銀行 
代 表 者 名 取 締 役 頭 取 久保田 勇夫 
（コード番号８３２７ 東証第１部、大証第１部、福証） 
問合せ先責任者 取締役総合企画部長  石田 保之 
Ｔ Ｅ Ｌ （092）476－1111（大代表） 

平成 21 年 3 月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想の修正並びに  

平成 21 年 3 月期第２四半期末の有価証券評価損に関するお知らせ  

1. 業績予想の修正 

 

平成 20 年 5 月 16 日に公表いたしました平成21 年 3月期第２四半期累計期間(平成20

年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日)及び通期(平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日)

の業績予想について、以下のとおり修正しますのでお知らせいたします。 

 

 (1) 単体業績予想の修正 

①平成 21 年 3 月期第２四半期累計期間(平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日) 
（単位：百万円） 

 経 常 収 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回発表予想     A 81,500 18,500 11,000 

今回修正予想     B 83,000 2,000 2,000 

増 減 額    B-A 1,500 △16,500 △9,000 

増 減 率 (B-A)÷A 1.8％ △89.2％ △81.8％ 

(ご参考) 前年同期の実績 
(平成 19 年 9 月期) 

84,888 18,486 10,292 

 

 

②平成 21 年 3 月期通期(平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日) 
（単位：百万円） 

 経 常 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回発表予想     A 165,000 38,500 22,500 

今回修正予想     B 165,000 16,000 10,000 

増 減 額    B-A －  △22,500 △12,500 

増 減 率 (B-A)÷A －％ △58.4％ △55.6％ 

(参考) 前期の実績 
(平成 20 年 3 月期) 

165,662 31,502 19,361 
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 (2) 連結業績予想の修正 

①平成 21 年 3 月期第２四半期連結累計期間(平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9 月 30 日) 
（単位：百万円） 

 経 常 収 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 

前回発表予想     A 89,000 19,000 11,000 

今回修正予想     B 90,000 7,000 6,500 

増 減 額    B-A 1,000 △12,000 △4,500 

増 減 率 (B-A)÷A 1.1％ △63.2％ △40.9％ 

(ご参考) 前年同期の実績 
(平成 19 年 9 月期) 

92,513 19,131 6,831 

 

 

②平成 21 年 3 月期通期(平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日) 
（単位：百万円） 

 経 常 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前回発表予想     A 180,000 40,500 23,500 

今回修正予想     B 180,500 23,000 16,000 

増 減 額    B-A 500 △17,500 △7,500 

増 減 率 (B-A)÷A 0.3 ％ △43.2％ △31.9％ 

(参考) 前期の実績 
(平成 20 年 3 月期) 

180,914 31,172 14,316 

 

(3)修正の理由 

① 単体 

信用コスト及び株式の減損処理費用の増加を主因として、平成 21 年 3 月期第２四半期

累計期間において、経常利益は前回予想比 165 億円減少の 20 億円、中間純利益は前回予

想比 90 億円減少の 20 億円となる見込みであります。また、通期におきましても、現下

の景況感から、信用コストの増加を見込み、業績予想を下方修正いたします。 

②  連結 

単体と同様に信用コストの増加を主因として、平成 21 年 3 月期第２四半期連結累計期

間において、経常利益は前回予想比 120 億円減少の 70 億円、中間純利益は前回予想比

45 億円減少の 65 億円となる見込みであります。また、通期におきましても、単体の修

正を主因に、業績予想を下方修正いたします。 
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2. 有価証券評価損 

 

「その他有価証券」及び「子会社株式」に区分される保有有価証券のうち、時価が著

しく下落し、回復する見込みがあると認められないものについて、平成 21 年 3 月期第 2

四半期末において減損処理による有価証券評価損を計上する必要が生じましたのでお知

らせいたします。 

（単位：百万円） 

区分 

項目 
金額 比率 

平成 21 年 3 月期第 2 四半期末の有価証券評価損計上額 7,182  

純資産額（平成 20 年 3 月期） 277,346 2.6％ 

経常利益（平成 20 年 3 月期） 31,502 22.8％ 

当期純利益（平成 20 年 3 月期） 19,361 37.1％ 

(注)1.当行の第 2 四半期末は、9 月 30 日であります。 

  2.当行の減損処理基準は、以下のとおりであります。 

   (1)50%以上下落した株式は、全て減損。 

(2)30%以上 50%未満下落した株式は、時価の下落率に信用リスクを加味した基

準等により時価の回復の可能性を個別に判断。 

3. 有価証券評価損の内訳は、以下のとおりであります。 

国債等債券評価損(償却額) 2 億円 

 子会社株式評価損(償却額) 55 億円 

その他の株式評価損(償却額) 13 億円 
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＜ご参考＞ 業績予想の概要（単体） 

（単位：億円） 

  
前回発表予想 
A 

今回修正予想 
B 

差 異 
B-A 

  
第 2 四半期 

累計期間 
通期 

第 2 四半期 

累計期間 
通期 

第 2 四半期 

累計期間 
通期 

経 常 収 益  815 1,650 830 1,650 15 - 

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）  240 500 220 465 △20 △35 

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 △ - - 40 40 40 40 

業 務 純 益  240 500 180 425 △60 △75 

臨 時 損 益  △55 △115 △160 △265 △105 △150 

 う ち 株 式 関 係 損 益  - - △69 △69 △69 △69 

 う ち 不 良 債 権 処 理 額 △ 50 100 90 190 40 90 

経 常 利 益  185 385 20 160 △165 △225 

特 別 損 益  △2 △3 0 △2 2 1 

税 引 前 当 期 純 利 益  183 382 20 158 △163 △224 

当 期 純 利 益  110 225 20 100 △90 △125 

        

信 用 コ ス ト △ 50 100 130 230 80 130 
 
（注） 信用コスト＝一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額 

 

以 上 

 

 

 

 

 

業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した
ものであり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 


